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　毎年、関東支部の４地区（栃
木、茨城、群馬、山梨）で開催
している地区別セミナー。各地
区の地場企業様の見学や体験
学習など、さまざまな企画で実
施しています。
　2012年6月12日行われた「栃
木フォーラム」では、日光市の
古河機械金属㈱様を見学いた
しました。今回、古河機械金属
㈱様のご厚意により、足尾製
錬所をはじめ、松木たい積場、
中才浄水場などの各施設をご
覧いただき、その歴史と幾多の公害問題を乗り越えてきた道のりと
今現在も続けられている取り組みについてお話を伺いました。

「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：
Fax：03-6252-2798

contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

（3 ～ 4 月度ご入会分）

●北海道 ユニバーサル・システム㈱
　　　　ネッツトヨタ札幌㈱
　　　　㈱ヨシモト
●東北　協栄電工㈱
　　　　秋田不動産サービス㈱
●関東　坂本工業㈱
　　　　サイトコア㈱
　　　　三菱ＵＦＪインフォメーションテクノロジー㈱
　　　　ジャストエンジニアリング㈱
　　　　ジューテックホールディングス㈱
　　　　㈱岡村
●信越　㈳長野県原種センター
　　　　㈱マルマツ
　　　　㈱日幸電気
　　　　㈱ミマキエンジニアリング
　　　　KDDI  ㈱ソリューション長野支店
●北陸　㈱内田洋行ＩＴソリューションズ西日本　　　　
　　　　㈱カツクラ
●東海　日本車輌製造㈱
　　　　㈱日本陸送
　　　　富国石油㈱
●関西　生活協同組合 コープこうべ
　　　　㈱内田洋行ＩＴソリューションズ西日本
　　　　㈱海遊館
　　　　赤穂市
●中国　㈱外林
●九州　大分県信用農業協同組合連合会
　　　　学校法人旭学園 佐賀女子短期大学
●沖縄　九州コミュニケーションサービス㈱
　　　　沖縄インターマップ㈱
　　　　リザンシーパークホテル谷茶ベイ
　　　　㈱ IHI
　　　　㈱琉球光和
　　　　富士電機㈱

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。

　3月の支部幹事会で「ファミリ会に本当に期待するものは何だろう

か?」と意見交換を行い、「セミナーや研究会も大切だが……技術力より

も人間力向上だろう」と。そのためには「異業種交流の実践に力を」と、

皆の思いが一致しました。

　50歳代後半のオジサン達が意外とまじめに考えているのです。

　企業人を育てる前に社会人（人間力＝①前に踏み出す力 ②考え抜く

力 ③チームで働く力）を育てることが基本となります。

　弊社では「心豊かで柔軟な創造ができる人財作り」を合言葉に、「人・

物・場面……など」できるだけ多くの出逢いと驚きや感動が得られる

きっかけの場として、ファミリ会を有効に利用しています。しかしながら

十人十色ですから思ったように育成は進みません。

　熊本では今年度から異業種交流の実践方法として、見学会や勉強会

（お茶会的な）を企画し、団体各企業の歴史や文化、価値観の差に触れ

る場を提供することから始めたいと思っています。

　結構時間はかかると思いますが、頑張るというよりもあきらめない気

持ちで地道に努力することが必要です。それが、熱い熊本に、そして熱

い九州支部への発展に結びつくものだと信じ、今後も活動に参加してま

いります。

会報担当幹事から ●九州支部 　仮屋 博  ㈱ユニバーサル・マリン・システムズ

NEW FAMILY

足尾精錬所跡を見学

足尾精錬所

2012年度も、会員様に参加いただき、満足いただける
さまざまなテーマでの活動を積極的に実施していきます

　実務者クラスの方を対象に、『自己研鑽の場』ならびに『コ
ミュニケーションスキル向上の場』として、約10名のメンバーで特
定のテーマに関して約8カ月間継続的に研究・討議を実施。今年
度のテーマは、ファミリ会のスローガンである「語りあう夢、きそ
いあう知恵」をコンセプトに「組織の活性化を考える～10年後の
活性化された組織像と自分の役割～」。昨年度同様、答えのない
テーマに対して、10年後の自分達の姿を想像しながら、討議いた
します。

支部のイチオシ！ 関東支部  http://jp.fujitsu.com/family/sibu/kanto/

■関東支部恒例行事「システム研究フォーラム」 ■各地区の特色を活かした「地区別セミナー」
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清原 ㈱
情報システム部 課長

藤原 悟

アットホーム ㈱
情報システム部 ITプロダクツ開発室 

Bメディア開発グループ
岡嶋 友

パシフィックシステム ㈱
サーバビジネス部 部長

山上 浩司

㈱ トウ・ソリューションズ
システムソリューション部営業課

石坂 未希

日邦薬品工業 ㈱
管理部情報システム課 課長

鈴木 龍明

古河インフォメーション・テクノロジー ㈱
ソリューション開発センター アルミユニット

大野 秀樹

日本通運 ㈱
常務理事 ＩＴ推進部長

野口 雄志

㈱ 北見コンピューター・ビジネス
取締役会長

三浦 孝一

㈱ ヤクルト本社
情報システム部長

田原 健次

丸住製紙 ㈱
情報システム部 部長

石村 進

㈱ ユニバーサル・マリン・システムズ
総務室 室長

仮屋 博

㈱ ADEKA
情報システム部ネットワークシステムグループ 

グループリーダー
千葉 哲

カメイ ㈱
法人営業部長
佐藤 淳

丸互 ㈱
執役役員 情報技術部長

竹田 洋

㈱ ホテルロイヤルオリオン
取締役 経理財務担当支配人

与儀 順治

㈱ トヨタレンタリース石川
経営管理部 部長
高橋 浩一

㈱ 日本アクセス
常務執行役員 情報システム本部長

八代 幸雄

㈱ 中国新聞システム開発
取締役 地域IT本部 本部長

渡部 茂久

中立電機 ㈱
管理本部

システム開発 主幹
梶浦 博志

　 委員長

　 北海道 　 東 北

　 九 州 　 沖 縄 　 LS 研　 四 国

　 信 越 　 北 陸 　中 国

　 副委員長

基本方針
　ファミリ会の活動内容や各種情報の会員へ
の提供、ならびに会員相互の交流、情報交換
の促進を目的に、会報Family（冊子）とeふぁみり

（Web）を発行する。
　会報Familyを主力メディアに置き、ｅふぁみりで
それを補完する。
　活動に参加できなかった会員にも全体の雰囲気
が分かる内容とし、活動への参加を促進する。
　読んで楽しく、ためになる会報誌を目指す。

●2011年度は、東日本大震災の影響により計5回の発行とな
　りましたが、概ね好評をいただきました。2012年度も記事構
　成、内容、発行時期、および表紙写真等において、基本的に
　継続します。
●会報Familyは、年6回の発行とし、①技術情報記事　②会員
　紹介記事　③会員交流記事　④文化記事を基本に企画・編
　集してまいります。各号に支部活動をご紹介する記事等を掲
　載し、興味を抱き、親しみやすい誌面を提供いたします。
●Web版のeふぁみりは、「会報Family」との連動コンテンツを
　掲載し、会報としてのひろがりをもたせます。さらに公開サイト
　とすることで、会員の皆様に気軽にアクセスしていただくととも
　に、会員以外の方へのファミリ会活動のPRにもつなげます。

会報担当理事 編集委員

会報担当幹事

2012年度会報Family編集方針

会報担当理事および編集委員紹介
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提出論文一編につき執筆謝礼として2万円を贈呈します。
審査のうえ、会員専用ホームページ「FAMILY ROOM」へ
掲載された論文には、さらに掲載謝礼として3万円を
贈呈します。

論文募集の詳細がまとめられた募集要項や、応募時に必要な各種
フォーマット、執筆の際に役立つ「執筆の手引き」を掲載しています。

　2012年5月23日(水)、東京・台場のホテルグランパシフィックLE DAIBAにて、LS研総
合発表会が開催されました。このイベントは研究分科会活動の1年間の成果を会員企業
の皆様と情報共有する場として毎年行われています。当日は、晴天のもと、833名の方々
にご参加いただき、2011年度研究分科会の多種多様な16テーマの成果発表と、短期分
科会の2テーマの発表が行われました。
　懇親パーティーでは、優秀研究成果の表彰が行われました。LS研幹事の厳正な審査に
より、先見性／独創性／有用性に優れた6編が選ばれました（最優秀賞1編、優秀賞2編、
研究賞3編）。また、各発表会場の審査委員により、会場毎に発表賞が選出されました。
　LS研究委員会幹事長の足立氏より受賞テーマが発表されると、研究分科会の200名余りのメンバーは一喜一憂し、最後に発表
された最優秀賞の表彰は大変な盛り上がりをみせました。
　特別講演の講師として来場した、東京大学社会科学研究所教授 玄田有史氏は、予定を変更して懇親パーティーに最後まで参
加するなど、LS研の活動に高い関心を寄せてくださいました。
　豪華景品を用意した“お楽しみ抽選会”も行われ盛況なうちに会は閉幕しました。

http://jp.fujitsu.com/family/article/

http://jp.fujitsu.com/family/lsken/activity/annual/12/report/index.html
※受賞テーマについての詳細は次号の会報Familyでご紹介します。

●総合発表会の概要は以下のURLをご覧ください。

LS研総合発表会2012

● 実施時期：2012年10月21日（日）～28日（日）［6泊8日］
● 訪 問 先：サンフランシスコ、シアトル
● 募集人員：20名（最少催行人数：15名）

2012年度 海外セミナー（米国視察）ご案内
〜クラウド・コンピューティングやセキュリティ対策を中心に、米国のICT動向を視察〜

★詳細とお申し込みはこちらから
 http://jp.fujitsu.com/family/ho/seminar/12u/           

お申し込みは 8月10日（金）まで


